
あすなろの郷が担うべき役割と機能に係る素案と論点　（第２回会議後） 資料２

＜課題＞
・重度化 　　 障害者支援→介護

・高齢化 　 　糖尿病等の疾病管理 ・強度行動障害者等 ・現入所者のうち高齢者等

・老朽化 　　 新規入所受入れ困難 （身体介護・医療的ケアが

　　　（入所待機者） 　必要な方） 　（介護保険の活用）

＜課題＞ ＜課題＞
・ドクターの確保困難 ・ニーズの増大 ・地域生活支援拠点等の機能

・在宅障害者への ・地域移行の流れ ・レスパイト枠の拡大

　支援ニーズ増 　 ・従事者への研修機能 ・介助者・支援員への研修機能

・個別訪問・相談事業

［　現　　状　］ [　コンセプト案　]

在宅医療支援サービス

障害者居住サービス 最重度障害者
居住サービス

高齢障害者
居住サービス

医療サービス
重心/外来診療

在宅支援サービス
レスパイト/デイサービス

医療サービス
重心/外来診療

在宅支援サービス
レスパイト/デイサービス

コーディネート
・相談支援
・地域(移行)バックアップ



あすなろの郷の規模の検討について（素案）

多機能型児童発達支援
事業所　５名

短期入所　２８名

生活介護　３０名

グループホーム
７４名

〈H29.4月時の施設〉

障害者支援施設（生活介護）

４６２名（旧棟３１２名，新棟１５０名）

医療型障害児入所施設・
療養介護事業所　４０名

〈　  　.　　時の施設〉

〇

地域生活移行施設等
〇グループホーム　　　　　（±　割程度）
〇民間施設（GH移行前提）（±　割程度）

〇

〇

　　短期入所

　　生活介護

障害者支援施設
※最重度居住サービス

（±　　割程度）

特別養護老人ホーム（仮）
※高齢障害者居住サービス

多機能　　　　（±　割程度）

〇

療養介護等　（±　割程度）

コーディ

ネート


